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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和６年度） 問題番号 SA 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 人文社会科学部（社会学科） 

出題のねらい 

 

課題文は、社会のさまざまな現象に関わる「社会的ジレンマ」を取り上げ、そ

れを明解に定義するとともに、その具体的な事例として歴史上有名な「共有地

の悲劇」を詳細に紹介することで、よりよい理解を促そうとした一節である。

本試験では、こうした定義や事例を正しく結び付けて理解する読解力と、その

ような現象を自分事として捉え、またそれに対する自分の考えを論理的に表現

する力を問うことをねらいとする。 

 

問1では、「社会的ジレンマ」の定義を理解し、具体的な事例にあてはめて要

約する能力を問う。 

 

問2では、社会の一員として「社会的ジレンマ」を捉える能力と、課題文で説

明されている心理的なメカニズムを正しく理解し、自分の行動を論理的に説明

し、表現する能力を問う。 

採 点 基 準 
 

 

 
問1 配点30％（60点） 

① 課題文の定義を正しく理解していること。 

② 定義にある「協力行動」「非協力行動」というキーワードを用いて、「共有

地の悲劇」を説明していること。 

③ 文章全体に整合性があること。 

④ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 

問2 配点70％（140点） 

① 社会的な視点を有していること。 

② 例示された問題が「社会的ジレンマ」になっていること。 

③ 自分の行動を「社会的ジレンマ」の定義と結び付けて論理的に説明してい

ること。 

④ 文章全体に整合性があること。 

⑤ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 




